
事例７ 簡潔・明瞭・的確に表現し、伝える力を伸ばす指導事例 

 

ＩⅭＴを活用した主な学習場面 
問題の状況を理解する場面、自分の考えを表現する場面、他者

と自分の考えを伝え合う場面 

 

ＩⅭＴ活用の利点 

①一人一人の考えを画面等で共有することができるため、他者の考えを基に問題解決の見通しを

立てたり、自分の考えを効率的に伝えたりすることができる。 

②いろいろな考えについて、全体で共有し、比較・検討することができる。 

 

１ 単元名 二次方程式の利用 

 

２ 単元について 

  第１学年では一元一次方程式とその解の意味を理解するとともに、等式の性質や移項の考えを

用いて方程式を解く方法を学習している。第２学年では連立二元一次方程式とその解の意味につ

いて理解し、一元一次方程式に帰着させて解く方法として、加減法や代入法について学習してい

る。また、具体的な場面で一元一次方程式や連立二元一次方程式を用いて問題を解決する手順に

ついても学習している。 

  第３学年では、これらの学習の上に立って、二次方程式やその解の意味を理解し、様々な方法

で二次方程式を解くことができるようにするとともに、これまでより多くの具体的な場面で活用

できるようにする。二次方程式は解が２つあることや、平方根を含む数になることがあり、得ら

れた解が問題の答えとして適切であるかどうかをもとの事象に戻して調べることを通して、問題

解決の過程を振り返ることができるようにする。 

 

３ 単元の目標 

 ⑴ 二次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化し

たり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

                                     〈知識及び技能〉 

 ⑵ 文字を用いて数量の関係や法則などを考察し、表現することができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉 

 ⑶ 二次方程式について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生

活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を

身に付ける。                      〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①二次方程式の必要性と意味

及びその解の意味を理解し

ている。 

②因数分解したり平方の形に

変形したりして二次方程式

を解くことができる。 

③解の公式を知り、それを用

①因数分解や平方根の考えを

基にして、二次方程式を解

く方法を考察し、表現する

ことができる。 

②二次方程式を具体的な場面

で活用することができる。 

 

①二次方程式の必要性と意味

について考えようとしてい

る。 

②二次方程式について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

③二次方程式を活用した問題

○学年    第３学年 

○主な領域  Ａ 数と式 

○事例のポイント 

 ①言葉や数、式、図などの数学的な表現を用いて、自分の考えを簡潔・明瞭・的確に表現でき

るようにする。 

 ②自分の考えを伝え合う活動を通して、自分と他者の考えや表現を比較・検討し、よりよい表

現について考えることができるようにする。 



いて二次方程式を解くこと

ができる。 

④事象の中の数量やその関係

に着目し、二次方程式をつ

くることができる。 

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしている。 

 

 

５ 指導と評価の計画  

時間 ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） 

・指導に生かす評価  ○記録に残す評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

・二次方程式をつくることを通

して、二次方程式及びその解に

関心をもち、その必要性や意味

を理解する。 

・二次方程式の必要性と意味に

ついて考えようとしている。 

〇知①（行動観

察） 

 〇態①（行動観

察、振り返り

シート） 

２ 

・𝑎𝑥ଶ + 𝑐 = 0の形の二次方程式

について、平方根の考えを使っ

て解くことができる。 

・知②（行動観

察） 

  

３ 

・(𝑥 + 𝑝)ଶ = 𝑞の形の二次方程式

について、平方根の考えを使っ

て解くことができる。 

・(𝑥 + 𝑝)ଶを𝐴ଶとして考えること

ができる。 

・知②（行動観

察） 

〇思①（行動観

察、振り返り

シート） 

 

４ 

・二次方程式を解く方法につい

て考察することを通して、二次

方程式を(𝑥 + 𝑝)ଶ = 𝑞の形に変

形して解くことができる。 

 ・思①（行動観

察、振り返り

シート） 

 

５ 

・因数分解を使って二次方程式

を解く方法について理解する。 

・因数分解を使って簡単な二次

方程式を解くことができる。 

〇知②（行動観

察） 

・思①（行動観

察、振り返り

シート） 

 

６ 
・解の公式を使って二次方程式

を解くことができる。 
・知③（行動観

察） 

  

７ 

・二次方程式に応じて解き方を

工夫することができる。 

・二次方程式について学んだこ

とを生かそうとしている。 

 〇思①（行動観

察、振り返り

シート） 

〇態②（行動観

察、振り返り

シート） 

８ 
・二次方程式について適した方

法で解くことができる。 
〇知③（行動観

察、小テスト） 

  

○9

本時 

・事象の中の数量やその関係に

着目し、二次方程式をつくるこ

とができる。 

・二次方程式を具体的な場面で

活用し、条件に合う道幅を求め

ることができる。 

・知④(行動観

察) 

〇思②(行動観

察、振り返り

シート) 

 

10 

・数の性質における問題につい

て考察することを通して、二次

方程式を活用して解決するこ

とができる。 

 ・思②(行動観

察) 

 



11 

・図形の性質における問題につ

いて考察することを通して、二

次方程式を活用して解決する

ことができる。 

 〇思②(行動観

察、振り返り

シート) 

 

12 

・具体的な場面について、数量や

その関係から二次方程式をつ

くることができる。 

・単元で学習したことを振り返

る。 

〇知④(行動観

察、小テスト) 

 〇態③（行動観

察、振り返り

シート） 

 

６ 本時について（本時 ９/12 時） 

⑴  本時の目標 

・事象の中の数量やその関係に着目し、二次方程式をつくることができる。 〈知識及び技能〉 

   ・二次方程式を具体的な場面で活用し、条件に合う道幅を求めることができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉 

 

⑵  展開 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される生徒の反応（・） 

評価規準（◇） 

支援（⇒） 

指導上の留意点（〇） 

時間 

１ 問題を

把握し、

見通しを

もつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◎㋐のひまわり畑の面積はいくつですか。 

 求め方が分かるように、途中式も書きまし

ょう。 

・10×17－10×5＝120 

・10×(17－5)＝120 

◎どのように求めましたか。 

・ (全体の面積)－(道の面積) 

・ (縦の長さ)×（道を除いた横の長さ） 

 

 

 

 

 

◎㋑のように面積を変えずに道の本数を増

やすとき、道幅はどうなるだろうか。 

・短くなる。  

・2.5 ｍになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇ひまわり畑の面積の求

め方について言葉や図、

式を関連付けて確認す

る。 

〇必要に応じて式を提示

し、式が表している求め

方を考えさせる。 

〇それぞれ、どんな数量に

着目したか、確認する。 

〇図形作成ソフト(GeoGebra)

を用いて、道を端に移動

しても面積が変わらな

いことを確認する。 

〇結果を予想することで、

問題の条件について見

当を付けることができ

るようにする。 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

今年の夏も大盛況であった観光名所のひまわり畑。来年度に向けて

「ひまわり畑の道を増やしてほしい」という要望が届きました。 

㋐のひまわり畑の面積を変えずに、㋑のように道の本数を増やすと

き、道幅はいくつにすればいいですか。 

ただし、道幅はすべて等しいとします。 

㋐               ㋑ 

 

17ｍ 

10ｍ 道 

5ｍ 

 

17ｍ 

10ｍ   

 

 

事例のポイント① 

面積の求め方についての理由を問うことで、式の意味について言葉

や図を関連付けて考えることができるようにする。ようにする。 



 

 

 

 

 

 

２ 自力解

決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考えを

共有する。 

 

 

 

 

◎㋑の道幅はどのように求めたらいいだろ

うか。 

・道幅を 𝑥 ｍとおく。 

・方程式が立てられそう。 

 

 

◎方程式を活用してどのように問題を解い

たらいいだろうか。 

・求めたい数量を 𝑥 で表す。 

・問題の中の数量や数量の関係を捉えて方

程式をつくる。 

・方程式を解く。 

・求めた解の意味を問題に戻って考える。 

◎道幅を 𝑥 ｍとして方程式をつくろう。 

（方法１） 

・残ったひまわり畑の面積に着目して考える。 

 

 

 

 

 

 道幅を 𝑥 ｍとすると、残ったひまわり畑は

縦の長さ(10－𝑥)ｍ、横の長さ(17－𝑥)ｍの

長方形で、面積 120 ㎡であるから、 

(10－𝑥)(17－𝑥)＝120 

（方法２） 

・道の面積に着目して考える。 

 

 

 

 

 

 道幅を 𝑥 ｍとすると、道の面積は縦の長さ

10 ｍ、横の長さ 𝑥 ｍの長方形と、縦の長さ 𝑥 ｍ、横の長さ 17 ｍの長方形の面積の和

から重なっている部分の面積 𝑥ଶ ㎡を引い

たものになる。このことから、式をつくる

と、10 𝑥 ＋17 𝑥 － 𝑥ଶ ＝50 になる。 

 

 

 

 

 

 

◎どのように方程式をつくったかグループ

で説明しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇方程式を活用して問題

を解く手順について、掲

示し、確認できるように

する。 

 

 

 

〇他の生徒に説明するこ

とを踏まえて、自分の考

えを記述するよう指導

する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇描画ソフト(Chrome 描画

キャンバス)で自分の考

えや式をかき、スライド

ソフト(Google スライ

ド)に貼り付けて共有で

きるようにする。 

 

◇事象の中の数量やその

関係に着目し、二次方程

式をつくることができ

る。 

 【知・技④】（行動観察） 

⇒ＩＣＴ端末を活用して

共有された他の生徒の

考えを参考に、自分の考

えや表現に補足させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇説明の際、工夫した点に

ついても発表させる。 
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課題 方程式を用いて新しいひまわり畑の道幅を求めましょう。 

事例のポイント① 
人に伝えることを意識させ

ることで、自分の考えを簡

潔・明瞭・的確に表現できる

ようにする。 

事例のポイント② 
他の生徒の説明と比較し、考えや表現の修正がで

きるようにする。 

 

 

 

ＩＣＴ活用の利点① 
ＩＣＴ端末を活用して、自分の考えを共有することで、自力解決の場面で困った際や、

他者と考えとの比較・検討の場面で活用することができるようにする。 

 編P64 指導計画作成の留意事項(2) 

 

17ｍ 

10ｍ   
 

17ｍ 

10ｍ  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自力解

決をし、

考えを共

有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の

学習をま

とめ、振

り返りを

する。 

 

◎説明で分かりやすかった点はどこですか。 

・図に数値が書き込んでいたところ。 

・式が表す数量を言葉で補足していたところ。 

・道を土地の端にずらして、畑の面積を求め

やすく考えていたところ。 

 

 

 

◎二次方程式を解き、道幅を求めよう。 

・ 𝑥ଶ － 27 𝑥 ＋ 50 ＝０ 

( 𝑥 －２)( 𝑥 －25)＝０  𝑥 ＝２，25  

 よって、道幅は２ ｍ または、25 ｍ 

◎道幅はこれでいいだろうか。 

・畑の縦の長さが 10 ｍなので、道幅を 25 ｍ

もとることができない。 

・𝑥 ＝２を代入して確かめてみると、正しい。 

・０＜ 𝑥 ＜10 より、𝑥 ＝25 は解としてふさ

わしくない。 

(答)道幅は２ ｍ 

 

 

 

 

 

 

◎本時のポイントは何だろう。 

・問題の状況を図に表して整理すると、方程

式をつくりやすい。 

・道を端にずらしても、面積は変わらないこ

とから、方程式をつくれた。 

・答えが正しいか問題に戻って確認するこ

とが大切。 

 

 

 

 

 

 

◎個人で学習したことを振り返ろう。 

 

〇他の生徒の説明で参考

になった点について、全

体で共有する。 

 

 

 

 

 

〇つくった方程式がどち

らも同じ式になること

を確認する。 

 

 

〇25 ｍが解として適切で

ないことに気付くまで

少し待ち、生徒とのやり

とりの中で解の吟味を

行う。 

◇二次方程式を具体的な

場面で活用し、条件に合

う道幅を求めることが

できる。【思・判・表②】 

 （行動観察） 

⇒問題場面に戻って、条件

に合っているか考えさ

せる。 

〇本時で学んだことにつ

いて、生徒の発言を生か

してまとめる。 

〇生徒の発言を基に切り

返し、解の吟味について

再度取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇二次方程式を具体的な

場面で活用する方法に

ついて理解できる。 

【思・判・表②】 

（振り返りシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  

・問題の中の数量や数量関係を捉えて、二次方程式をつくることがで

きる。 

・求めた解が問題にふさわしいかを確認する必要がある。 

 
 事例のポイント① 

 一方の解が不適であると判断した根拠について簡潔

に示すことができるようにする。 

 

 
 

ＩＣＴ活用の利点② 
全体で分かりやすい説明と評価されたものを大画面に提示し、ポイントを共有する。 

 



７ 考察 

本時は、二次方程式を具体的な場面で活用し問題を解決する最初の学習であり、問題の中の数

量の関係を捉え説明したり、求めた解が問題に適しているか確かめたりすることを通して、簡潔・

明瞭・的確に自分の考えを伝える力を伸ばすことを目指す学習である。 

「学習活動１ 問題を把握し、見通しをもつ。」の場面では、ひまわり畑を題材に、観光のため

に畑の面積を変えずに道を増やすには道幅はいくつにすればいいか、ということから、問題を解

決することの必要感を生徒に意識させることができた。また、最初のひまわり畑の面積の求め方

を全体で確認することで、式と図を関連付けて考えることや、道を端にずらして考えることにつ

いて生徒に改めて意識させることができた。 

「学習活動２ 自力解決をする。」の場面では、方程式を活用して問題を解く手順を確認した

後、方程式をつくることに焦点を当てることで、どのように方程式をつくったかということにつ

いて説明を考える時間を確保することができた。説明については、他の人が見ても分かるように

と伝えたことで、図や式だけでなく、色を用いるなど、様々な工夫が見られた。【事例のポイント

①】生徒の考えは、ＩＣＴ端末上で何度も消したり、線を書き込んだりすることを繰り返してい

く中で、考えが洗練され、やがて簡潔に表現した説明ができるようになる生徒が増えた。また、

解決が進まない生徒には、ＩＣＴ端末上でヒントを提示し、全員が考えをもつことができるよう

工夫した。【ＩＣＴ活用の利点①】 

  「学習活動３ 考えを共有する。」の場面では、ＩＣＴ端末上で生徒全員の考えを共有できるよ

うにしたことで、他の生徒の説明と自分の説明を比較し、自分の説明を補足したり修正したりす

ることができるよう工夫した。【事例のポイント②】【ＩＣＴ活用の利点②】 

  「学習活動４ 自力解決をし、考えを共有する。」の場面では、二次方程式について解き、その

解が、問題に適しているかについて、クラス全体で解の吟味を行った。そうすることによって、

これまで以上に図と式を一体的に考えるきっかけとなり、多くの生徒が 25 ｍが解としてふさわ

しくないことに気付くことができた。 

  「学習活動５ 本時の学習をまとめ、振り返りをする」の場面では、未知数を文字で置くこと、

図などから数量関係に着目し立式すること、さらには解の吟味をすることなどの問題解決の過程

を生徒一人一人が振り返り、それをクラス全体でまとめることができた。 

 

８ その他 

  本時の学習後に、発展的な課題として 

 右のようなレポート課題に取り組ませる 

 ことも考えられる。本時の学習の最後に 

 「他にどんな道の作り方があるだろう」 

 と生徒に投げかけることで、発展的に考 

 えさせていく。 

  他の道の作り方として以下のような例 

が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  生徒の実態に応じて、㋒のみ例示し、 

 苦手な生徒は㋒について取り組み、他の 

 生徒については、自分で考えるよう指示 

 し、主体的に学習に取り組む態度として 

 評価することが考えられる。 

レポート課題 

３年  組  番 氏名         

ひまわり畑の道をデザインしよう！ 

１ ひまわり畑の道のデザイン案を考えよう。(複数可) 

※道は直線で、複数ある場合の道幅はすべて等しいものとする。 

 

 

 

 

２ ひまわり畑の面積を 120 ㎝²として、１で考えたひまわり畑のデ

ザインを１つ選び、その道幅を求めよう。（途中式や説明も書く。） 

 

 

 

 

 

 

３ レポートを作成しての感想等 

 

   

 

17ｍ 

10ｍ 

評価 

㋒          ㋓ 

 

 

 

㋔          ㋕ 


